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序

自校荒神遺跡、井原遺跡は出雲市の中心部に位置しています。この度、自校地

区ふるさと農道整備事業に伴う発掘調査を実施した結果、自校荒神遺跡からは弥

生時代中期、井原遺跡では古墳時代中期の集落跡を発掘し、多数の土器が出土し

ました。

出雲市では、近年増加している開発事業に伴い重要な文化財が少しずつ破壊さ

れているのが現状です。やむを得ず破壊される遺跡については、発掘調査等によ

って記録保存し、その貴重な文化財を後世に伝えていくことが我々の使命であり

ます。

このために、市民のみなさまのご理解とご協力が必要です。今回刊行すること

になりました報告書が、古代出雲を考える上で少しでも寄与できることがあれば

幸いです。

最後になりましたが、本書を刊行するにあたり、地元の方々、ならびに関係機

関にたいして厚く感謝申しあげます。

平成14年3月

出雲市教育委員会

教育長　多　久　　　博



例 闘

上　本書は、出雲市役所農林振興課の委託を受けて、出雲市教育委員会が平成12年度に実施した、日

枝地区ふるさと農道事業に伴う発掘調査の調査報告である。

2。発掘調査を行った地番は次の通りである。

自校荒神遺跡：出雲市自校町1101他

井原遺跡：出雲市松寄下町33－1他

3。現地の発掘調査は平成12年12月に着手し、平成13年3月に終了した。室内整理作業及び報告書作

成は平成12年度～平成13年度に行った。

4。調査組織は次の通りである。

調査主体　出雲市教育委員会

事　務　局　大田

板倉

川上

川上

調査指導　池淵

調　査　員　坂本

調査補助員　瀧尻

茂（文化振興課長：平成12年度）

優（芸術文化振興課長：平成13年度）

稔（文化振興課長補佐：平成12年度）

稔（芸術文化振興課文化財室長：平成13年度）

俊一（島根県教育庁文化財課主事：平成12年度～平成13年度）

豊治（芸術文化振興課主事：平成12年度～平成13年度）

幸平、鬼村奈津子（以上、文化財室臨時職員）

5。本書で使用した遺構略号は次の通りである。

SK…土坑　　SD・ee溝　　SX…不明遺構

6。本書で使用した挿図の方位は真北であり、レベルは海抜である。

7。本書の執筆、編集は坂本が行った。

8。発掘調査、遺物整理等にあたっては、次の方々に従事していただいた。

発掘調査　吾郷園生子　有田俊夫　井上　茂　今岡春義　奥田利晃　勝部武夫

勝部初子　来間達夫　上代　勇　杉原秀雄　高橋イキコ　高橋ナツエ

成相吉隆　原　恒文　原　昇

整理作業　阿久津洋子　飯囲陽子　石川桂子　河井栄子　田部美幸　永田節子

吹野初子
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若］L章　位直上環境

日枝荒神遺跡・井原遺跡は出雲平野の中心部に位置し、神戸川三角州地帯に位置する。北を中国山

地と島根半島に、東西を宍道湖と日本海によって囲擁された出雲平野は、中国山地に源流を辿りかつ

てともに日本海に注いでいた斐伊川・神戸川の沖積作用により形成された沖積平野で、出雲平野が現

在のような景観になったのは江戸時代以降である。沖積作用が開始されたのは約3600年頃前と推定さ

れており、それ以前は日本海から現在の松江市辺りまでは古宍道湖が占めていたと考えられている。

弥生時代頃には沖積作用により古宍道湖が縮小され平野が形成されている。奈良時代に編纂された

『出雲風土記』によると、出雲平野西部には周囲約18kmに及ぶ「神門水海」という潟湖が存在してい

たという。「神門氷海」は後の両河川による沖積作用により縮小し、現在では「神西湖」としてその

姿を残している。

出雲平野で人々が暮らし始めたのは、縄文時代早期末の菱根遺跡（大社町）、上長浜貝塚（出雲市）

が知られている。この頃の出雲平野は、古宍道湖湾が占めていたと考えられ、遺跡は山麓付近に限ら

れていたようである。前期末～中期にかけては縄文海進にあたり、平野部のほとんどが海域となり遺

跡は上ケ谷遺跡（斐川町）で確認されているのみである。海進後、海遇が進み後期～晩期にかけて平

野部の南丘陵に御陵田遺跡、三田谷I遺跡、後谷遺跡、平野部に矢野遺跡、蔵小路西遺跡、浅柄遺跡

などの遺跡が確認されている。

弥生時代前期には縄文時代から続く矢野遺跡、三田谷I遺跡、蔵小路西遺跡言責柄遺跡などに加え、

新たに出現する原山遺跡、中野美保遺跡、角田遺跡、古志本郷遺跡、田畑遺跡などがある。中期～後

期の遺跡としては、自校荒神遺跡、天神遺跡、下古志遺跡、古志本郷遺跡、小山遺跡、矢野遺跡など

遺跡が拡大し、環壕をもつ集落が形成される。中期後半～後期の木製遺品が海上遺跡、姫原酋遺跡で

多く出土している。また、西谷3号墓を中心に四隅突出型墳丘墓が平野の南丘陵上に築造されている。

弥生時代の出雲平野からは近年の発掘調査により各地の土器が集落遺跡から出土している。このこと

から、出雲平野の弥生人の交流範囲などが徐々にわかってきている。

古墳時代になると遺跡は減少する。前期古墳としては太寺古墳、山地古墳などが知られているもの

の、その数は少ない。前期～中期の集落では井原遺跡や長廻遺跡、中野西遺跡、古志本郷遺跡、三田

谷I遺跡、浅柄遺跡など近年の調査で古墳時代の集落遺跡が徐々にわかってきている。中期古墳とし

ては池田古墳、西谷15号填、北光寺古墳が知られている。後期になると今市大念寺古墳、上塩冶築山

古墳などの大規模な古墳が多数築造され、上塩冶横穴墓群を代表する横穴墓が多数発見されている。

近年では、三田谷2e3号填、光明寺4号填、狐廻谷古墳などの古墳も調査され横穴墓との関係につ

いて検討が続けられている。後期の集落遺跡としては、三田谷I遺跡が知られている。

奈良・平安時代では、近年の調査で光明寺3号墓から石梶が発見され、既知の小坂古墳や朝山古墓

とともに、出雲平野の火葬墓導入期の解明に進展をみせつつある。古志本郷遺跡では官街跡と推定さ

れる大形の掘立柱建物跡が確認され、神門郡家との関連が注目されている。この他に、寺院遺跡とし

ては、神門寺境内廃寺や長者原廃寺があり風土記記載の新造院に比定されている。

中世では蔵小路西遺跡から、周囲を濠で囲擁した約1ヘクタールの規模を有する官跡が発見され、
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「中世朝山家惣領家」の居館である可能性が指摘されている。また、渡橋沖遺跡では屋敷地、姫原西

遺跡では木棺墓が調査されている。墳墓としては龍泉窯系青磁が出土した荻抒古墓が有名である。城

館遺跡として調査した遺跡は、半分城、大井谷城があり、平成13年度には瀧谷山城も調査をしている。

白枝荒神遺跡は平成5年度～平成8年度に調査が行われており、弥生時代の集落跡であることがわ

かっており、日本海につながる入海の汀線付近に位置している。土坑や土器群の検出が多く、なかで

も絵画土器、分銅形土製品、吉備の特殊土器、西部瀬戸内系複合目線壷など特殊な遺物が出土してい

る。

井原遺跡は新発見遺跡であるが、新内藤川広域基幹河川改修工事に伴う発掘調査を平成12年度～平

成13年度に行い、弥生時代から古墳時代中期にかけての集落跡であることがわかっている。出雲平野

の弥生遺跡は、中期後半から遺跡が拡大し、古墳時代初頭に遺跡が消滅する遺跡が多く、出雲平野の

古墳時代前半期は謎とされてきたが、井原遺跡、中野西遺跡、長廻遺跡の発見で徐々に資料が増えて

きている。

匿参考文献溺

米田美江子、三原一将編1997『自校荒神遺跡』出雲市教育委員会

米田美江子、三原一将編2001『下古志遺跡』出雲市教育委員会

間野太丞編1999『蔵小路西遺跡』島根県教育委員会

出雲市教育委員会編1997『遺跡が語る古代の出雲一出雲平野の遺跡を中心として－』

第2章　調査に至る経緯

出雲市では近年急ピッチでの道路、公園、下水道等の公共施設の整備が行われている。その一環と

して、日枝地区ふるさと農道整備事業の計画が持ち上がった。農道は起点市道松寄下小山線、終点市

道高松136号線を南北で結ぶ延長600m、幅員5～6mである。

こうした中で、埋蔵文化財の調整が始まったのは平成10年10月であった。平成10年10月14日付けで

埋蔵文化財の確認調査について出雲市教育委員会に依頼があった。事業予定地南東には周知の遺跡で

ある白枝荒神遺跡があり、事業予定地内にも遺跡が続いている可能性が高かった。したがって、事前

に確認調査をする必要がある旨を出雲市役所農林振興課に回答した。そして、出雲市教育委員会では

平成12年3月に道路全長600mに14カ所のトレンチを重機により掘削し、埋蔵文化財の有無を確認し

た。その結果、南側の第1e第3トレンチ、北側の第14トレンチから遺構e遺物を発見し、2遺跡の

存在と埋蔵文化財保護法上の手続きが必要である旨を出雲市役所に回答した。

協議の結果、北側の井原遺跡（100m？）を平成12年12月から1ケ月間、南側の白枝荒神遺跡（300nf）

の調査を平成13年1月から3月までの2ケ月半の調査を開始することとなった。調査範囲は拡幅部分

のみ調査となり、狭いところでは幅2m～3mで、遺跡にトレンチを入れる状態で調査を行っている。
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第2図　遺跡調査区位置図
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第3図　白枝荒神遺跡調査区平面図

I．調査の概要

白枝荒神遺跡の今年度の調

査区は約300m2で、平成5年

度～平成8年度調査区の北西

側にあたる。現況は水田で、

畦畔や道により調査区を4つ

に区分けし、南から1区、2

区…と名づけている。現地調

査は平成13年1月15日～3月

16日に行っている。

掘削は遺物を包含しない4

層までの約40cmを重機で行い

、以下の遺物包含層を人力に

より掘削した。遺物包含層は

5層の暗褐色粘砂土で粘性が

強い。遺構面は1区5層下の

青灰色粘質土である。

SKOlは標高2．6mで検出し

ており、日枝荒神遺跡の中で

最も低い遺構である。

今回の調査は日枝荒神遺跡

の微高地からやや下った低湿

地の調査であり、1区～3・

4区にかけて徐々に地山が傾

斜し、北西側が低くなってい

る。また、遺構・遣物はほと

んどが1区より出土しており

、2区では2点、4区では1

点の弥生土器が出土している

のみである。3区からは遣物

は出土していない。このこと

は、遣物包含層である5層が

1区と2区の一部でしかみられないことによる。遺構としては、3区～4区にかけての自然流路を確

認しているが、遺物は出土しておらず時期は不明である。これらのことから、遺跡の北西端が1区付

近であることが確認できた。

以下、1区を中心に報告したい。

－6－
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第4園　調査区土層図

1．灰色粘砂土（水田層）
2．灰褐色粘砂土（床土）
3．暗褐色シルト層（旧表土）
3’．暗褐色シルト層
4．褐色シルト層
5．暗褐色粘砂土（遺物包含層）
6．淡灰色粘質土（砂を多く含む）
7．褐色粘砂土（砂を多く含む）
8．灰色細粒砂層
9．灰色荒砂層
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Ⅲ国　調査の結果

1区では土器溜りと土坑2基を検出しており、調査を行った順に報告する。土器溜りについては、

土器が重なり合った状態で出土していたわけではなく、平面的にまとまりのあるものを土器溜りとし

て取り上げている。

．二・謹喜t、′■　j　巨十∴・「当

土器溜り1は1区中央の5層で検出して、計11点を図化している。第6図1～9は葉形土器である。

1～5は嚢の口縁部から胴部にかけての破片で、目線部はゆるやかに「く」字に屈曲している。胎土

は精製され、焼成は良好で、色調は灰黄色をなす。1ほ口径約19。2cm、残高11。7cmを測り、器壁は4mm

と薄い。口線上端部がつまみ出され、端部は平坦面をなす。外面は細かいタテパケメ、内面は粗いタ

テパケメを施してある。2は口線上端部がつまみあげられ、端部は1条の凹線文をもつ。外面は粗い

タテパケメ、内面はパケメ後ナデ消してある。焼成は堅微である。3は目線上端部がつまみあげられ、

端部は1条の凹線文をもつ。外面は細かいタテパケメ、内面は粗いタテパケメを施してある。4は口

縁の下端部がつまみだされ、端部には2条の浅い凹線状のくぼみをもつ。5ほ口緑部から胴部下半に

かけての破片である。口縁端部は上下に拡張し、端部には2条の凹線文が施されている。屈曲部には

指頭庄痕文帯を付し、胴部最大径下に6個1単位の櫛状工具による列点文が一周している。外面は磨滅、

内面胴部下半はケズー工胴部上半はパケメ後ナデ消してある。6～9は聾の底部片である。6は底径

5。8cm、残高11。6cmを測る。器壁は1。2cmで全体的に厚い作りである。器形は平底でややくびれて立ち

上がる。外面は磨滅が著しいがミガキが、内面はケズリが施してある。胎土には長石e石英を多く含

む。7は底径6。2cm、残高10。1cmを測る。器壁は5mmで全体的に薄い作りである。器形は平底でややく

びれて立ち上がる。8も平底であるがくびれは弱い。内面は黒色をなす。9は上底で、外面は赤橙色

をなす。胎土には長石の石英を多く含む。10は広口壷の目線部で口径約24cmを測る。口縁部は朝顔状

に大きく開き、口緑下端は下垂する。端部には3条の凹線文を施した後に、刻昌が施してある。内面

には斜格子文が施してある。11は高杯形土器の接合部で円盤充填した粘土が剥がれた状態である。胎

土は砂粒を含み、色調は灰白色をなす。

土器溜り1の時期は弥生時代中期中葉～後菓（松本編年Ⅲ－2～Ⅳ一日　の移行期と考えられる。

5の口縁端部凹線文は新しい（Ⅳ－1）特徴をもっているが、胎土などの土器の質はⅢ－2の特徴を

持っている。

三豊1、ゴ′′」一　亘こ　・∴つ

土器溜り2は土器溜り1から南に約3mのところに位置しており、5層からの出土である。土器溜

り2では7点図化した。第8図の1は小形の壷の口縁部から頚部にかけての破片である。口径約11C恥

残高3．8cmを測る。器形は頚部を短く外反させ、目線上端部をつまみ出し、1条の凹線文をもつ。外

面はナデ、内面はパケメ調整である。2～7は嚢で口緑部が「く」字状に屈曲している。器壁は全体

的に5mm以下で薄い作りである。2は完形に近い土器で口径約13。1cm、器高24。8cmを測り、胴部上半

部で最大径をもつ。日録上端部のつまみ出しほ小さく、端部は面をなす。底部は平底で径4。4cmと小

さい。外面胴部上半はパケメ、下半はミガキ、内面胴部上半はパケメ、下半はミガキが施してある。
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第6回　土器溜り1出土遺物実測図
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第7回　土器溜り2出土状況因

j l　，，，！　　　　　　　　　j

琵昌問．土器溜り2出土適切巽測田

色調は灰黄色、胎土は1mm程度の長石・石英を含む。3は目線端部が上下につまみ出され、端部は面

をなす。内外面ともに細かいパケメが施され、他の当遺跡Ⅲ－2の土器とは色調、胎土、焼成などが

異なっている。色調は淡黄色、胎土は精製され、焼成も良好である。4の目線端部は上下につまみ出

され、端部は1条の凹線文をもつ。器面は磨滅が著しく調整は不明である。器壁は2mm程度の所もあ

りとても薄い作りで、色調は灰色である。5は口線上端部をつまみ出され、端部は面をなす。外面は

細かいパケメ、内面は指頭庄痕が残る。6は口緑部の屈曲が強い。口緑端部が上下につまみ出され、

端部には2条の凹線文をもつ。内外面ともに粗いパケメである。7は脚台付嚢で口径約14cm、器高

22．1cmを測る。口綾部は緩やかに屈曲して、胴部上半で最大径をもち、底部は端部が張り出した状態
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でくぼみを作っている。口緑端部は上下につまみ出され、端部には2条の凹線文をもつ。脚台付嚢は

出雲地方ではあまり見られないもので、周防e長門などの西方面の影響と考えられるが、屈曲部を絞

り込むという山陰の特徴もみられる。ススが胴部上半に付着している。土器溜り2の時期は弥生時代

中期中葉～後葉（松本編年Ⅲ－2～Ⅳ一日　の移行期と考えられる。

∴ト　　一月‘し嘉　一　恒鵠

SKOle SKO2は1区中央に位置し、5層下の青灰色粘質土上面で遺構を検出した。SKOlは隅丸方形

の土坑で、長辺1。9m、短辺1。4m、深さ20cmを測る。西壁の上端は波打つような形状をなし規格的な

土坑ではない。埋土は淡灰色粘質土である。

SK02は不整円形をなし、長辺1。54m以上、短辺1。6m、深さ22cmを測る。埋土は淡灰色粘質土であ

り、当遺構の一部はSKOlに切られている。出土遺物は小片で図化はできないが弥生中期の土器片で

ある。SK02の上部に土器溜り2があり関係が考えられる。このような出土状態は山持川川岸遺跡で

も報告がある。

SKOlの出土遺物は4点図化できた。1～4ほ葉形土器である。1ほロ縁部から胴部下半にかけて

の破片で、口径約21。6cm、残高27。9cmを測る。ロ縁部は緩やかに「く」字状に屈曲し、胴部上半に最

大径をもつ。胴部最大径に斜線文が施されている。ロ縁端部は上下につまみ出されて、端部には1条

の凹線文をもち、刻目が施してある。外面上半は細かいパケメ、下半はミガキ、内面はナデが施して

ある。2～4は底部から胴部下半にかけての破片である。2は底径5。5cm、3ほ底径5。4cm、4ほ底径

5。7cmを測る。器壁は4点とも3～5mm程度で薄く、焼成も良好で、色調は灰黄色をなす。時期は弥

生時代中期中葉（松本編年Ⅲ－2）と考えられる。

匿遺構外出丑遺物　第醐⑳臓⑳相関）

1区では5層より出土した土器を54点図化した。ほとんどは弥生時代中期の遺物で、後期後半の遺

物も出土している。

第11図の1～3ほ壷形土器である。1は広口壷の底部から胴部上半にかけての破片と考えられ、底

径7。4cmを測る。底部は平底でくびれて立ち上がり、胴部中位で最大径をもち、胴がかなり張ってい

る。外面胴部中位はヨコミガキ、下半はタテミガキ、内面はパケメを施してある。時期は胴の張りや、

横方向のミガキなど古い特徴をもつので弥生中期中葉（松本Ⅲ－2）と考えておく。2は直口壷の口

縁部片で口径約14cmを測る。ロ縁部は短く外傾しながら開き、ロ縁端部は外方に拡張され、3条の凹

線文が施されている。3は広口壷の口縁部で口径約27cmを測る。ロ縁端部が上下につまみ出され3条

の凹線文が施されている。2、3の時期は弥生時代中期後葉（松本Ⅳ－1）と考えられる。

第11図4～第12図3は葉形土器で、口緑部は「く」字状に屈曲する。色調はほとんどが灰黄色をな

す。4は目線部から胴部中位にかけての破片で、口径約13。8cmを測る。ロ緑上端はつまみ出され、端

部は面をなしている。外面胴部上半はパケメ、下半はタテミガキ、内面胴部上半はパケメが施してあ

る。5は口縁部から胴部中位にかけての破片で、口径約17。4cmを測る。ロ縁上端はつまみ出され、端

部には1条の凹線文をもつ。胴部中位には櫛状工具による列点文が施されている。6ほロ縁部から胴
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第9図　SKOl・02遺構図

しこここ∴・リ†l

第10図　SKOl出土遺物実測図
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部下半にかけての破片で、口径約20。2cmを測る。口縁部の長さは2cmと他の嚢よりも長い。口緑上端

がつまみ出され、端部には1条の凹線文をもち、刻目が施してある。胴部中位にはパケメ工具の小口

による列点文が施されている。外面胴部上半はパケメ、列点文下はタテミガキ、内面胴部上半はナデ、

下半はタテミガキが施してある。7～9ほ口綾部から胴部にかけての破片で、口緑上端がつまみ出さ

れ、端部には1条の凹線文をもつ。10は日録部片で、口緑端部を上下につまみ出しているが、下端の

つまみ出しが強い。11は口緑部片で、口縁端部は上下につまみ出し、2条の凹線文をもち、刻目を施

している。4～11の時期は弥生時代中期中葉（松本Ⅲ－2）と考えられる。

12は目線部の長さが1cmと短い。口縁端部は上下に拡張し端部に2条の凹線文をもつ。色調は灰白

色をなす。13は目線部片で、口緑上端は拡張され、端部には2条の凹線文を施した後、刻目、円形浮

文を施している。屈曲部には粘土帯を巡らし、工具で押圧している。色調は淡黄色をなす。12、13の

時期は弥生中期後葉（Ⅳ－1）と考えられる。

第12図1e2は目線部から胴部下半にかけての破片で、灰黄色をなす。1は口径約18。5cmを測る。

日録端部を上下に拡張し、2条の凹線文をもつ。胴部中位には斜線による列点文を施している。外面

胴部上半は細かいパケメ、列点文下はタテミガキ、内面上半はパケメをナデ消し、下半はケズリが施

してある。2は口径約19。2cmを測る。口緑上端をつまみ出し、端部には2条の凹線文をもつ。胴部中

位には櫛状工具による列点文が施してある。外面胴部上半は細かいパケメ、内面胴部上半はパケメ後

ナデ消し、下半はケズリを施している。3は口縁部から胴部にかけての破片で、口緑下端が拡張し、

端部には2条の凹線文が施している。色調は灰白色をなす。1～3の時期は弥生中期後業（松本Ⅳ－

1）と考えられる。

4は鉢形土器で、口緑部から胴部下半の破片で口径約14C恥残高10。2cmを測る。口綾部は「く」字

状に屈曲し、胴部中位で最大径をなす。口縁端部は拡張せずに面をなす。目線部には2ヶ所の円孔が

穿孔してある。胎土は精製され、色調は灰白色をなす。4の時期は弥生中期中葉（松本Ⅲ－2）と考

えられる。

第12図5～第13図7は底部片である。5は大形の壷の底部と考えられ底径約は4cmを測る。底部は

上底でくびれず立ち上がる。器壁は2。2cmと厚い。色調は灰白色をなし、胎土には長石e石英が多く含

まれる。6～20は小形e中形の嚢あるいは壷の底部である。6～8は上底をなし、若干くびれて立ち

上がる。8ほ外面に5条の凹線文が施してある。9～18は平底である。9は底径約5。8cmを測り、底

部端部をつまみ出し、大きくくびれて立ち上がる。1ト18は底径が約6cm～7cm程度で、若干くびれ

て立ち上がる。器壁は胴部下半で6mm程度である。磨滅している土器もあるが、14、17、18で外面にタ

テミガキが施されている。内面はナデが多いが、17はケズリが施してある。21～23は底径10cm以上の

大形土器の底部片で、底部は平底をなし若干くびれて立ち上がる。色調は灰白色をなす。21は底径約

10・6cmを測り、外面はタテミガキ、内面はナデが施してある。22は底径約11cmを測る。全面に磨滅が

著しいが、外面にはミガキが施してある。23は底径約12cmを測る。全面に磨滅が著しい。第13図1～

7は賓の底部片で、平底をなし、くびれず立ち上がる。1は底径約4。2cmを測り、底部の厚さは9I皿

と厚い。調整は磨滅が著しく不明である。2ほ底径約7cmで、底部の厚さは5mmと薄い。調整は磨滅

が著しく不明である。3は底径約7cmを測り、底部の厚みは4mmと薄い。調整は磨滅により不明であ
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る。4は底径約5cm、残高5。6cmを測る。底部の厚みは9mmと厚い。外面にはミガキ、内面にはケズ

リが施されている。5は底径約4。6cmを測り、底部の厚さは9mmと厚い。調整は磨滅により不明であ

る。6は底径約4。6cmを測り、底部の厚さは1cmと厚い。調整は磨滅により不明である。1～6の胎

土は精製され、色調は部分的に橙色がみられる。7は底径約6cmを測り、底部の厚さは1。4cmと厚い。

胎土には長石e石英が多く含まれている。色調は部分的に橙色がみられる。第12図5～第13図7の時

期は弥生中期後半と考えられる。

8～11は高杯で、8～10は接合部片で色調は灰白色をなす。10は接合部内面に粘土の凹凸がみられ、

脚部の接合方法がうかがえる。8～10の時期は弥生時代の所産と考えられるが詳細な時期は不明であ

る。11は脚部片で脚端部は拡張されず、面をなす。色調は灰白色をなす。時期は弥生中期中葉（松本

Ⅲ－2）と考えられる。

12は嚢の口縁部片で口径約12。6cmを測り、胴部の器壁は5mmと薄い。口緑端部は上方に外反しなが

ら拡張し、複合口縁に近づいている。胴部上半に擬凹線文を6条以上施している。色調は灰白色をな

す。時期は弥生後期前半と考えられるが、類例は少ない。

13は複合日録をなす嚢あるいは壷の2次口緑部で、目線端部を欠く。目線部外面には11条の擬凹線

文が施されている。色調は灰白色をなし、胎土は長石e石英を多く含む。時期は弥生後期中葉（松本

V－3）と考えられる。14は複合口緑壷の口綾部片で、口径約19。6cmを測る。2次口緑は大きく外反

し、端部は丸くおさめられている。全面にナデが施されているが磨滅が著しい。15は複合口緑葉の口

綾部片で口径約15cmを測り、器壁は5mmと薄い。二次日録部は外反し、端部はややつまみ出されてい

る。全面に丁寧にナデが施されている。14、15の時期は弥生時代後期終末と考えられる。

16、17は低脚杯の接合部である。色調は灰白色をなす。16、17の時期は弥生時代終末と考えられる。

18は高杯の接合部で、色調は淡赤橙色をなす。時期は古墳時代前半と考えられる。

2区⑳　匿遺構鍋出藍遺物　第相聞）

2区でも5層より弥生土器2点（第14図の1e2）が出土している。第14図1e2は葉形土器で、

1は嚢の口綾部片で、「く」字状に屈曲し、屈曲部に粘土帯を巡らし工具で押圧している。口緑端部

は上下に拡張され、2条の凹線状のくぼみをもつ。内面口縁部はナデ、胴部は粗いパケメが施され、

焼成は堅敵である。2は底部片で底径5cmを測る。底部は上底気味で若干くびれて立ち上がり、器壁

を薄くしている。外面はミガキ、内面はケズリが施され、焼成は堅微である。

3区からは遺物は出土しておらず、4区の表土から弥生土器が1点出土している。第14図の3は大

形の広口壷の頚部から胴部上半にかけての破片でなだらかに胴部につながっている。頚部上部から3

条以上の凹線文、7条の沈線文が2段を措いた後に2条1単位の羽状文を施している。内面は頚部に

指頭庄痕が多く残り、胴部にはパケメを施している。この土器は1区等からの流れ込みと考えられる。

1～3の時期は弥生中期後葉（松本Ⅳ－1）と考えられる。
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Ⅲ位　まとめ

まず、白枝荒神遺跡の平成5年度から平成8年度調査を1次調査、今回の平成12年度調査を2次調

査としたい。2次調査は300nfの小面積の調査であったが、新たに確認できたものもあり簡単にま

とめてみたい。

2次調査では、特に土器溜り1・2は松本Ⅲ－2～Ⅳ－1の移行期の資料である。後期の遺構は出

土していないが、遺構外から若干後期の遺物も出土している。これらの遺構や遺物出土状況から白枝

荒神遺跡の北西側の端が1区付近であることが確認できた。1次調査では遺跡の西側の端が確認でき

ており、今後の課題としては南北、東側の遺跡の広がりを確認する必要がある。

弥生時代の由枝荒神遺跡

1次調査e2次調査の結果をふまえて、白枝荒神遺跡の遺構の消長表を作成した（第1表）。当遺

跡の出土遺構は主に、土坑、溝などで一括性が高く複数の土器が共伴しているものをあげた。それら

を土器群の資料で補った。後期の土器群は流れ込みなどが多くみられるので、それらを引き算して主

な時期を遺構の時期として補強した。空欄は時期の確定できる遺構が出土していないだけで、遺構外

出土遺物が存在しているところもある。

第瑠表　由桟荒神遺跡遺構消長衷
方位 調 査区 Ⅲ一 1 Ⅲ－ 2 移行期 Ⅳ － 1 Ⅳ － 2 茸 田 1 茸 田 2 革 田 3 茸田 4 革 田 5 革 田 6

東

西

1

次

調

査

H 5． Ⅲ東区

H 5． Ⅲ西 区 S K 3 9 S K 3 8

S K 4 0 土器群 1 8

H 5 ． I 区 土器 群 15 土器 群 2 土器 群 10 土器 群 1

S K 2 2 土器 群 4 土器 群 1 6

土器 群 7

H 7 ． 1 区

H 7 ． 2 区 S K O 2

S K O 4

S K O 7

H 8 S D O 6 S K O 2

S X O 2

P 3

H 6

2
次
調
査

H 1 2 ． 1 区 S K O l 土 器溜 り1

土 器溜 り2

2次調査では松本Ⅲ－2～Ⅳ－1の移行期と考えられる土器溜り1（第6図上土器溜り2（第8

図）が出土している。このようなⅢ－2とⅣ－1の特徴をもつ土器が共伴する遺構が1次調査でも8

基確認できる。1次調査のSKO2（平成7e2区）ではⅢ－2の特徴を持つ壷（第15図1。2）とⅣ－1

の特徴を持つ嚢（第15図3）が共伴している。SKO2（平成8）とSXO2（平成8）はⅢ－2の特徴を

もつ棄（第15図4e7～9）とⅣ－1の特徴をもつ嚢（第15図5e6。10ell）が共伴している。嚢

でいうと口緑端部がつまみ上げられるものから、上下に拡張され、2条の凹線文を施すものへ変化す

る時期で、Ⅲ－2とⅣ－1の間を埋める資料である。ただ、これらの遺構が時期幅をもつ混在した一

群ということも考えられるが、出土状況や、10基の遺構から共伴が確認されたこと、胎土e色調e調

整が同じことなどから一括怪が高いと考えたい。

このように遣物が共伴する遺構は現在のところ出雲平野では確認されていない。出雲地方東部とし

ては、松江市布田遺跡GSDO6、安来市山ノ神遺跡土坑2があげられる。山ノ神遺跡では中期後葉の古

相と考えられており、これらの資料と絡めた編年作業が必要になってくる。しかし、遺構数や遺物が
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少なく、自校荒神遺跡のみの現象とも考えられるので、段階などとは考えられない。ただ、白枝荒神

遺跡ではⅢ－2～Ⅳ－1の移行期の一括資料が10基出土していることを報告しておきたい。

最後に、自校荒神遺跡の消長であるが、松本Ⅲ－1（平成8年度SDO6）に出現し、Ⅲ－2～Ⅳ－1

の移行期に中核期をむかえている。その後、遺構e遺物は減少するが、後期後半（草田5～6）にま

た遺物が多くなり、古墳時代初頭（草田6）で遺跡は解体している。遺構の分布としては、中期後半

はほぼ調査区全体に広がっており、後期後半は調査区の東側（平成5年度Ⅲ区西区・1区）に集中し

ている。遺跡の性格としては集落遺跡であるが、建物跡などは発見されておらず、土坑や溝、土器群

が確認されているのみである。今後の調査により、1次02次調査区が遺跡のどの部分を担っていた

か、建物跡が存在するのかなど未解決な問題があり、今後の発掘調査に期待したい。
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白枝荒神遺跡

調査前（南より）

図版1

土器溜り1出土状況



図版2

－22一

白枝荒神遺跡

土器溜り1出土状況

SKOl土器出土状況

SKOl・02完掘状況



白枝荒神遺跡

1区完掘状況（北より）

2区完掘状況（南より）

3区完掘状況（北より）

図版3
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図版4 白枝荒神遺跡

4区自然流路

4区完掘状況（北より）

調査区完掘状況（北より）



白枝荒神遺跡 図版5

土器溜り1（6－1～6－11）
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図版6

Jヅ

土器溜り2（8－1～8－7）

白枝荒神遺跡

8－7

SKOl（10－1～10－4）
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白枝荒神遺跡 図版7

1区遣構外（11－5～12－2）
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図版8
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1区遺構外（11－1～13－18）
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白枝荒神遺跡
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2区・4区遺構外（14－1～14－3）
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上　調査の概要

井原遺跡は日枝地区ふるさと農道整備事業に伴って埋蔵文化財の確認調査を行い発見した遺跡であ

る。新発見遺跡であるが、同年に新内藤川広域基幹河川改修工事に伴い発掘調査が行われ、弥生時代

中期から古墳時代中期にかけての集落跡であることがわかっている。当事業の調査区は試掘調査の結

果、井原遺跡の南端にあたる。

調査範囲は現道を除く拡幅部（約100汀f）で、現況は水田である。現道により分けられた西側をA区、

東側をB区とし、現地調査は平成12年12月4日～平成13年1月11日までの約1ケ月行った。

調査開始直前にB区に仮設水道管が埋設してあることが判明し、出雲市役所農林振興課、出雲市水

道局と移設の交渉を行ったが、協議の結果、現状のまま仮設水道管部分を残し調査を行うこととなっ

た。

調査はまず、重機により表土及び水田床土を除去し、3層以下を人力で行った。3層の褐色粘質土

は遺物包含層で古墳時代の遺物が出土している。また、A区3層上面で遺構（SDOl、SXOl～03）を

確認している。4層の暗褐色粘質土では遺物は出土しておらず、5層の灰色シルト層上面で掘削を停

止した。B区では3層の遺物包含層を確認したが遺構は検出していない。遺物は完形を留めるものは

ほとんどなく、小破片が多数を占めている。

Ⅲ由　調査の結果

まず、試掘調査で出土した遣物を報告した後で、本調査の報告をする。

試掘・、「二十千（討持田）

試掘はA区の南側に設定をしてある。出土遺物の大半は3層出土と考えられるが、SDOl出土の可能

性もある。

第17図1～3は土師器である。1は婆の屈曲部から胴部上半にかけての破片で、屈曲部径約15。6cm

を測る。屈曲部から胴部上半にかけてゆるやかに張り出しており、屈曲部外面の稜線は甘い。外面は

粗いタテパケメ、内面はケズリが施されている。2は小形壷の頚部から底部にかけての破片で日録部

を欠く。残高は5。4cm、胴部上半で最大径6。8cmとなり、底部は丸底をなす。外面胴部上半はタテパケメ

が文様風に丁寧に施され一周する。底部はケズリにより、丸底をなしている。内面はナデ調整である。

焼成は堅緻である。3は高杯の杯部で、杯部が半球形で椀形をなすと考えられる。外面に赤色顔料が

施してある。杯部と脚部は別作り（松山接合法γ）と考えられ、脚内には刺突痕がある。1～3の時

期は古墳時代中期頃と考えられる。

4は須恵器の杯蓋で口径約14。2cmを測る。目線部は天井部からなだらかに内湾している。日録端部

内面に沈線を入れ、段上に仕上げている。天井部と体部との境は、強いナデにより段を形成している

が、段の稜線は甘い。4の時期は古墳時代後期前半（大谷出雲2期）と考えられる。
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第開園　試掘睦睦ンヂ出立遺物実測図

Sm1（害相田）

A区ではSDOL SXOl～03の遺構を検出している。遺構検出面は3層上面で、標高約2。6mである。

SDOlはA区中央から南北方向で検出した。SDOlは検出長約9m、幅1。4m、深さ26cmである。埋土は

上層に暗褐色粘質土、．褐色粘質土、褐色粘砂土が堆積し、下層に12層の青灰色砂質土が堆積している。

最下層に埋土が含まれていることから、水流があったことが考えられる。

遺物は小破片が多く磨滅が著しい。図化できたのは上層の8点と下層の8点で、古墳時代中期後半
ゝ

の遺物が多い。

SD馴止層出土道場（第19田）

1～6は土師器片である。1は壷あるいは嚢の目線部片で口径約16cmを測る。複合口線状をなし、

2次日録部は短く内傾する。1次目線部から胴部にかけては緩やかに外反している。器壁は8mmと厚

い。1の時期は古墳時代中期前半（松山Ⅲ期）と考えられる。2はカマドの目線部片で、庇部分は欠

けている。口径約29cmを測り、器壁は1。4cmと厚い。屈曲部外面の稜は曖昧で、内面は鋭い。3、4は

カマドの脚部と考えられる。3は脚端部が左右に引き出され、体部にかけて薄くなる。外面はタテパ

ケメが施されている。4も脚端部が左右に引き出され、体部にかけて薄くなる。特に、内面側が強く

引き出されている。外面はタテパケメ、内面はケズリが施されている。5は高杯の接合部で杯部と脚

部は別作り（松山接合法γ）である。内外面に赤色顔料が施され、脚内に粘土を充填しており、刺突

痕もある。6は高杯の脚部片で外面に赤色顔料が施されている。脚柱部から裾部にかけて屈曲してい

る。内面はケズリが施されている。2～6の時期は古墳時代中期頃と考えられる。7、8は須恵器で

ある。7は杯身の目線部から体部にかけての破片で、口径約14cmを測る。立ち上がりは短く、内傾し

ている。7の時期は古墳時代後期終末（大谷出雲5期）と考えられ、この資料は後の流れ込みと考え

られる。8は低脚高杯の脚部片である。脚端部は下方に突出しており、端部外面は凹線状になってい

るが、鋭くはない。8の時期は大谷編年出雲1期～2期の間と考えておきたい。

Sm馴【層出土運抽（器相国）

9～14は土師器である。9、10は嚢の目線部片で、複合目線のなごりを外面に段状に残しているが、

内面は直線的に開く。屈曲部は「く」字状になっている。9は口径18cmを測る。10はロ緑端部を欠く。
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2．灰色粘砂土
3．褐色粘質土（遺物包含層）
4．暗褐色粘質土
5．褐色粘質土
6．暗褐色粘質土
7．褐色粘質土

第18図　SDOl遺構図

8．灰色粘質土
9．褐色粘質土
10．褐色粘砂土
11．褐色粘砂土
12．青灰色砂質土

外面胴部上半にはヨコパケメが施され、内面はケズリが施されている。11はミニチュアの手捏ね土器

である。口径2．6cm、器高1cmを測る。内面に指頭庄痕が残る。12～13は高杯の接合部片で、脚部と杯

部は別作り（松山接合法γ）である。脚内には粘土が充填してある。12は充填した粘土が肥厚してい

るが、刺突痕はみられない。13は内外面に赤色顔料が施してある。脚内には刺突痕が残っている。14

は甑の把手で、厚さは4cmを測る。9～14の時期は古墳時代中期と考えられる。15～17は須恵器であ

る。15は杯身で、口径約11．6cmを測る。器高は6cm以上あり高い。立ち上がりは長く、反りながら内

傾し、端部には沈線を入れる。底部外面にはケズリが施されている。15の時期は古墳時代中期後半

（大谷出雲1期）と考えられる。16は有蓋高杯の杯部である。口径約14cmを測り、立ち上がりは欠損
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している。体部外面にはケズリが施されている。17は高杯の杯部片と考えられ、脚部が欠損した状態

であろう。底部外面はカキメ調整が、内面は丁寧なナデが施されている。

SDOlの時期は古墳時代中期前半～中期後半と考えたい。

SXOl～＄X03（第20匿l）

SXOl～SX03は3層上面で遺構を検出している。SXOl、02はA区の南で検出した。SXOlは平面が

長方形状をなし、東の現道下に続く。SX02は平面が正方形状をなす。SX03は平面が歪な形状をなす。

3つの遺構の埋土は、掘削深度は15cm～20cmと浅く、遺物は出土していない。

遺構の性格、時期については不明である。
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第調因　SX馴～閑適構図
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A医道南外出土遣物（琵別田）

A区では3層から遺物が出土しており、図化できたのは8点である。

1～6は土師器である。1はカマドの頚部～胴部上半にかけての破片である。屈曲部は内外面とも

緩やかで、外面は強いヨコナデによりくぼむ。外面はパケメ、内面はケズリが施されている。2は甑

の把手である。把手の厚さは4。8cmを測る。器面は指頭庄痕を多く残す。3～6は高杯で、杯部と脚部

は別作り（松山接合法γ）である。3は接合後、脚内に粘土を充填し、刺突している。4、5も接合

部で脚内に粘土を充填している。6は脚部片で接合部は残っていないが、脚内に粘土を充填した痕跡

が残っている。7は須恵器の壷の底部片である。底部は丸底をなし、面はケズリ、内面はナデが施さ

れている。8は砥石である。割れ面以外は砥石として使用し、使用によりかなり磨り減っている。あ

る1面には鉄製品を研いだと考えられる溝が多数確認できる。1～8の時期は古墳時代中期と考えら

れる。

隠匿遺構外出丑遺物（第22回）

B区では遺構は確認されていないが、3層から遺物が出土しており、9点図化した。第21図1～8

は土師器片である。1、2は嚢の口綾部片で複合口緑が退化したもので、2次口緑は短く厚い。1は

口径約19cmを測り、2次目線部は大きく開く。内面はケズリである。2は口径約17。4cmを測り、短く

外傾する。上　2の時期は古墳時代中期前半（松山Ⅲ期）と考えられる。3はカマドの脚部片である。

脚端部は左右に引き出され、体部にかけて薄くなる。月去瞳β内面に指頭庄痕がある。4～7は高杯で、

杯部と脚部は別作り（松山接合法のである。4は脚内に刺突痕があり、5は脚内にヘラ状工具痕が

ある。6、7は脚内に粘土が充填してある。8は杯で、外面は赤色顔料が施してある。3～8は古墳

時代中期の範噂で考えておきたい。中でも4～7の高杯は接合法から古墳中期後半頃と考えられる。
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第鍵園　隠匿遺構鮒出立遺物実測閑

口径約8。8cm、器高3cmを測る。9は須恵器の杯蓋である。口径約13。6cmを測り、目線部は直立し、端

部内面に沈線を入れている。目線部と天井部の境にナデによる段を形成している。時期は古墳時代中

期後半（大谷出雲1期）と考えられる。
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Ⅲ臼　まとめ

井原遺跡の調査は調査面積が100nfという小面積であったため、遺構・遺物の検出は少量であった。

しかし、貴重な遺物が出土しており若干まとめてみたい。

A区では溝（SDOl）を検出した。SDOlは北西側の新内藤川広域基幹河川改修工事に伴う発掘調査

でも検出されている。遺構の埋土からは古墳時代中期前半の土師器の賓や、中期後半（出雲1期）の

須恵器杯身、高杯脚、土師器の高杯が出土している。また、甑の把手やカマド片が出土している。

SDOl出土の土師器の嚢は複合口緑のなごりが残っており、中期前半（松山Ⅲ期）に比定できる。こ

のような複合口線状を残す嚢は出雲平野では中期後半まで存在している。それは墳墓資料であるが西

谷15号墓の西側溝状遺構から出土している。その嚢は中期後半（出雲1期）の須恵器杯蓋と共伴して

おり、これが複合目線のなごりをなす嚢の最後の資料と考えられる。

また、高杯は、杯部と高杯を別作りしたもので、脚内部に粘土を充填したものが多く中期後半（松

山Ⅳ期）に比定できる。

当調査区の出土遺物の多くは古墳時代中期頃のもので、1点のみ古墳時代後期終末の須恵器杯身が

出土している。北西側の新内藤川広域基幹河川改修工事に伴う発掘調査では古墳時代中期に加え、弥

生時代中期～古墳時代前期の遺構e遺物も出土している。しかし、当調査区A区・B区では全く出土

しておらず、遺跡内の移動が想定される。また、A区e B区は試掘調査の結果、井原遺跡の南東端で

あることがわかっている。

出雲平野での古墳時代中期の集落遺跡は近年の調査で徐々に発見されている。中でも出雲市三田谷

I遺跡では竪穴住居址が12棟出土しており、遣物も豊富である。中期後半（出雲1期）の須恵器とし

ては、出雲市西谷15号墓の西側溝状遺構から杯蓋が1点、三田谷I遺跡の住居跡や包含層から数点出

土している程度で、数は少ない。また、出雲平野では当該期の窯跡もみつかっておらず、これらの須

恵器は、出雲東部からの搬入品なのか、出雲平野で生産していたのかは、はっきりしていない。

今後の課題としては、出雲平野の古墳時代集落遺跡の動向、須恵器の生産について解明することが

あげられる。
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井原遺跡

調査前（南より）

SDOl検出状況

SDOl士層

図版9

ー39－



図版10
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井原遺跡

SDOl土器出土状況

SDOl完掘状況

A区完掘状況（北より）



井原遺跡 図版11

B区完掘状況（北より）

調査区完掘状況（南より）

ー41－



図版12
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井原遺跡

A区遺構外

図版13

B区遺構外
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